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大阪大学 に来て一年 ほど経 ちました。何か書 くように と依頼 されたのですが、 まだ阪大発 といえ
る成果に乏 しく頭 を抱 えてバ ックナンバーを見 てみた ところ、読んで楽 しんで もらえればいい よう
だ とわか りました。現在の私の研究 テーマは高温超伝導(実 験)で す。最近はMgB、 がその対象 に
加 わ りま した。低温 セ ンターだ よりをお読 みの皆 さんな ら御存 じで しょうが 、2001年1月 にMgB、
の超伝導 が青 山学院大学の秋光先生の グループによって発見、報告 され、そのあ とMgB,研 究の論
文が どっ と世界 中で出る、ち ょっとした フィーバ ーともいえる状態 にな りました。私 も今振 り返れ
ば私 もその渦中にいたような気 が します。本来 ならもっと渦中の中心 にいた別の方が書 くべ きでは
ないか とい う思い もあったのですが、 この原稿 を書 くに先立 って当時の関係者 に事実関係 を確認 し
た ところ、皆 さん詳細 を忘 れ始 めているこ とが判 りま した。私の記憶 も怪 しくな り始め てい ます。
したがって、今私 が覚えてい る範囲のこ とを当た り障 りの無い範 囲で書 くの も悪 くないか と思 うよ
うにな りました。直接 、間接 に見聞 きした内容 を記憶 をた どって書 きますので、中には不正確 な内
容 もあるか もしれませんが御容赦 ください。
MgB,の 超伝導発見 を聞 き、私 も興 味津 々でい ました。秋光先生 は第一報 を仙台の研究会で報告
され、Tc(超 伝導転移温度)が 低 くて済 み ませ ん と謝 られたそ うですが、 とんで もあ りませ ん。
フォノ ンを介 した超伝導では高温 のTc実 現が難 しく、せいぜい40Kが 上限 と言われて来 ました。そ
れが実現 している可能性 が極 めて高い(Tc=39K)わ けです か ら、興奮 しないわけが あ りませ ん。
それでも、まあ 自分がかかわることはあま り無いだろうと思 ってい ました。その うちに或 る学会の
プログラム委員会 に出席 していた方か ら実はMgB,は 市販 されているという情報が入って きました。
その後す ぐに売 り切れになったそ うですが、幸 い、私の所属 していた研究グループ(正 確 にはお隣
のグループ)で は売 り切 れ前 にMgB 、を購入 され、私 も少 し分 けて もらいま した。 その形状 は微粉
末状 で物性 を測定す るのは難 しい もので した。 とりあえず磁化測定か ら臨界磁場 を決定 しま した。
固め ようと して もまった くうまく固まらず に困っている と、表面のMgOを 酢酸で洗 って除去すれ
ばうま く焼結 で きることがわか りました。物理 、化学 とい ろんな分野 の専 門家がいることのあ りが
た さを感 じた瞬間で した。こんな次第で市販粉 末を焼結 した多結晶試料が手 に入 り、私 も電気抵抗、
熱起電力 な どを測 りました。 自らの好奇心のみな らず、当時の研 究所 に所属す る以上、最低 限の評
価 をすることは当然 だ とい う思い もあ りま した。それで も、プ レプ リン トサーバーに猛 ス ピー ドで
増える論文 を見ている と、あま りす ることもな く研究 はこれで終わ りと思 っていま した。
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そ うす るうちにAmericanphysic組societyのMarchmeetingでMgB2の 特別セ ッシ ョンが開かれる
ことにな りま した。たまたま別の発表 をするこ とになっていた私が研究 グループを代表 して発表 を
す ることにな りました。「MgB、なんて何が面 白いのよ!(?)」 といいなが らも黙認 して くれ た寛
大 な親分のおかげで、結局、研 究員 ほぼ全員が試料作成 、測定 に関わる形 になってい ましたので、
電気抵抗 、上部臨界磁場、熱起電力、ラマ ン散乱、光学反射率、圧力効果 と試料の不完全 さか ら来
る問題があるにせ よ、一通 りデータが揃 っていました。発表 を終 えてやれやれ と戻 って くる と、見
知 らぬ 日本人か ら声 をかけられま した。 日本 の新聞社の記者達で した。その まま会場外へ連れて行
かれて、MgB、 超伝導発見 の価値 についてい ろいろ と取材 され ました。で もこれは私が超伝導 の権
威 だった と言 うわけでは全 く無 く、単 に所属機関名が原因だ と思 います。記事 にする際 には予め内
容 を確認 させて欲 しい とホテルのFAX番 号 まで教 えました。小一時間ほ ど取材 を受 けた後 、た また
ま傍 を秋光先生が通 りかか られ ま した。取材 を受 けるこ とをお もはゆ く感 じてい た私 は、そ こで
「直接聞いた らどうですか?」 と記者の方々に勧 めた ところ、当然 の如 く、皆 そちらに行 って しま
い ました。その夜 はFAXを 一応待 ちま したが、勿論来 ませんで した。結局、長々 と相手 をさせ られ
た挙 げ句、他の発表 を聞けずに無駄な時間 を費 しただけ に終 わ りま した。新聞の取材 って こんな も
んなんですね。記者の皆 さん、 もらった名刺 はまだ取 ってあるんですけ ど。で も秋光先生のコメ ン
トが記事 になるのがふ さわ しいわけで、 これで よかったと思います。 このAPSの 動 きを受けて物理
学会 で も同様 のMgB,特 別 セ ッシ ョンがあ り、そ こに参加、聴講 された方 もお られる と思 います。
しか しなが ら、二番煎 じの感がぬ ぐえず、APSの 特別 セ ッシ ョンで感 じた感動 には及 びませ んで し
た。
私のMgB、 へ の関与 はここで終わるはずで した。 ところが、突如MgB、 単結晶が 目の前 に現れま し
た。同 じ研 究グループのSergeyLee博 士が作 って しまったのです。 これ までの研究 は全 て多結晶体
について調べ られた もので した。 したが って、未反応 のMgな ど不純物 の存在が混乱 を生 じさせ て
いま した し、結晶構造か ら異方性が期待 された にもかかわ らず調べ ようも無 いままで した。 ここで
ようや くMgB、 は耳式 な研究 テーマ ζな り、皆 で分担 してデータを集めるこ とにな りま した。そん
なある日、ある研 究員 の方 に一本 の電話がかか って きました。Leeさ んている よね、MgB、 の単結晶
作 ったんだってPと い う内容の電話 だったそ うです。 なんで秘密裡 にデータを集めているの に知 っ
ているの?と い うことにな りました。確 かその翌 日で したか、ある研究会があ りまして、そこで急
遽MgB、 の単結 晶作成の成功 と基本物性 について、電話 を受けた研 究員 の方が話す ことにな りまし
た。そこで またびっ くりしたのは、 もう1グ ループ国内でMgB、 単結晶の作成 に成功 していた こと
です。 ほ どな くして先の電話 がかか って きた理由がわか りま した。韓国のS.Lee教 授 のグループ も
単結 晶作成 に成功 してお り、論文で は同 じ名前 となる我 々の研 究グループのS.Lee博:士 と勘違 い し
たので した。つ まり、我 々だけでな く複数のグループがほぼ同時に単結晶作成 に成功 していること
が判 明 し、のんび りしているわけには行かな くな りま した。他のグループに負 け じと急遽論文 をま
とめて、 プレプリン トサーバーに投稿 しま した。我 々のグループは前 もって準備 していた こともあ
り、完成度の高いデータを出す ことが出来 ましたが、韓国のグループのデータは我々のデータとは
か な りの差があ りました。彼 らのプレプ リン トサーバ ー上の論文 は毎 日更新 され、段 々と我 々のデ
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一タに近 くなって行 くとい う異常な状態が しば らく続 きました。
国内でこそMgB、 の基礎研 究は下火 になって きま したが、海外 では まだまだ精力的な研究が続 い
てい ます。応用面では線材化の研究が進 み、永久電流 マグネ ッ トも実現 されそいるようです。その
うちに身近 な測定装置に組 み込 まれたMgB、 を利用 される機会があるか もしれません。振 り返れば、
非常 に慌 ただしい 日々が続 きましたが、 とて も貴重な体験 だった と思い ます。原稿作成 にあたって
SergeyLeeさ んには内容 に付 いて提案 を していただ き、山本文子 さんには原稿 に目を通 していただ1
きました。
あ りが とうございま した。
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